指導の手立て・合理的配慮（環境調整含む）　例
	聞く・話す
	指導の手立て
	
	注意を向けさせて話をする

	
	
	
	具体的に簡潔に話す

	
	
	
	理解しているか個別に確認する

	
	
	
	聞いたことを自分の中で繰り返すよう促す

	
	
	
	子供の発言を適切な言葉に言い換える

	
	
	
	気持ちに共感しながら話を聞く

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	合理的配慮
	
	一度に指示する量や数を調整する

	
	
	
	見通しをもたせるために、事前に要点・手順・質問内容を示す

	
	
	
	話の内容をメモにして渡す

	
	
	
	メモの取り方・録音の仕方を指導し、活用を認める

	
	
	
	録画機能（ICレコーダー等）の使用を認める

	
	
	
	話すスピードを調整する

	
	
	
	言葉が出ないときに選択肢を提示する

	
	
	
	あらかじめ話す内容を書かせておく

	
	
	
	例文や話す枠組み（いつ・どこで・誰が・どうした　等）を提示する

	
	
	
	コミュニケーション代替手段（絵カード・タブレット等）を使用する

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	見る・読む
	指導の手立て
	
	注意を向けさせて提示する

	
	
	
	区切って読む経験を積ませる

	
	
	
	言い換えを示す等、音読と意味理解を結び付ける

	
	
	
	

	
	合理的配慮
	
	図や文字を拡大して掲示する

	
	
	
	注目してほしい部分を〇で囲む

	
	
	
	板書の文字サイズや色を統一する

	
	
	
	プリント・テストのフォントやサイズを統一する

	
	
	
	一度に提示する情報量を減らす

	
	
	
	定規や紙をあてて他の行をかくす

	
	
	
	単語や文節ごとに斜線を入れる等して区切る

	
	
	
	漢字にふり仮名をつける

	
	
	
	問題文・文章を読み聞かせる

	
	
	
	事前に読むところを伝えておく

	
	
	
	拡大教科書を使用する

	書く
	指導の手立て
	
	あらかじめ例文を提示しておく

	
	
	
	作文等を書くときに手がかり（写真や絵）を提示する

	
	
	
	漢字のへんやつくりを色分けして提示する

	
	
	
	文字の構成などを言葉や絵で補う

	
	
	
	

	
	合理的配慮
	
	プリントやノートの枠、罫線の幅を調整する

	
	
	
	書き写す量を調整する（板書の穴埋めプリント、プリントをノートに貼る等）

	
	
	
	板書の代替物を認める（プリントを貼る、デジカメで撮る等）

	
	
	
	テストの解答許容度を広げる（とめ・はね等）

	
	
	
	パソコン、ワープロソフトの使用を認める

	
	
	
	傾斜版、カットテーブルなどを使用する

	
	
	
	

	計算する
	指導の手立て
	
	具体物、半具体物を使用して教える

	
	
	
	計算の順序などを言語化する

	
	
	
	文章題を読み聞かせる

	
	
	
	文章題のキーワードに印をつける

	
	
	
	

	
	合理的配慮
	
	計算機の使用を認める

	
	
	
	マス目のあるプリントで計算をさせる

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	時間・量・評価
	合理的配慮
	
	宿題の量を調整する

	
	
	
	課題の提出期間を調整する

	
	
	
	テスト・活動時間を調整する

	
	
	
	板書の量を調整する

	
	
	
	

	
	
	
	

	学習環境
	合理的配慮
	
	座席の位置を工夫する

	
	
	
	椅子・机の高さを調整する

	
	
	
	黒板周辺を整理する

	
	
	
	ロッカー、棚、掲示物等の整理方法を示す

	
	
	
	混乱したときに落ち着ける場所を準備する

	
	
	
	物音・人の多さ・刺激を可能な限り除く

	
	
	
	時間割や１日の流れ、移動教室などを視覚的に提示する

	
	
	
	予定変更時は事前に伝え、変更後を視覚化する

	
	
	
	個別指導・少人数指導の時間を確保する

	
	
	
	チームティーチング・学校業務支援員を活用する



	コミュニケーション・対人関係
	指導の手立て
	
	教師が友達のよさを言語化して伝える

	
	
	
	互いに認め合う機会を意図的に設ける

	
	
	
	トラブル場面をロールプレイで振り返る

	
	
	
	友達の誘い方・仲間への入り方を練習させる

	
	
	
	人の役に立つ機会や褒められる場面を設定する

	
	
	
	ストレスへの対処法を子供と一緒に考える

	
	
	
	相手の言葉、表情、ジェスチャーなどに気づかせる

	
	
	
	

	
	合理的配慮
	
	感情が落ち着くまで自らその場を離れられるようにする

	
	
	
	望ましい行動を視覚的（図・絵・本等）に提示する

	
	
	
	コミュニケーション代替手段（絵カード・タブレット等）を使用する

	
	
	
	自分の障害や特性について理解できるように説明する

	
	
	
	

	行動・情緒
	指導の手立て
	
	守るべきルールや約束事を子供と相談して決める

	
	
	
	混乱したときの対処方法を子供と一緒に考える

	
	
	
	自分でスケジュールを作る・メモを取る力を育てる

	
	
	
	当たり前のことであっても適切な行動（椅子に座っている、大声を出さない等）ができていたら、言葉で褒める

	
	
	
	

	
	合理的配慮
	
	約束や望ましい行動ができたときはすぐに褒める

	
	
	
	注意を引くための行動（大声・離席等）には反応しない

	
	
	
	予定を視覚化する

	
	
	
	予定変更時は事前に伝え、変更後も視覚化する

	
	
	
	混乱を引き起こす要因（大きな物音・人の多さ等）を可能な限り除去する

	
	
	
	問題行動への対処方法をあらかじめ決めておく

	
	
	
	周囲の子供に特性を理解してもらえるよう工夫して伝える

	
	
	
	




	作業
	指導の手立て
	
	活動内容、方法、量を子供と相談し、自己決定させる

	
	
	
	「がんばる」「しっかりやる」ではなく、具体的で達成可能な目標を設定させる

	
	
	
	モデルを示してやり方を伝える

	
	
	
	

	
	合理的配慮
	
	手順を視覚的に提示する

	
	
	
	作業量・課題量を達成可能な量に調整する

	
	
	
	開始・終了時刻を事前に明確に伝える

	
	
	
	活動後の強化子（ご褒美・休憩等）を準備し、事前に伝える

	
	
	
	

	生活全般
	指導の手立て
	
	1日の流れを振り返る時間を設け、自分で次の行動を言語化させる

	
	
	
	身支度や片付けを「準備カード」を使って自力で進める経験を積ませる

	
	
	
	困ったときに「助けてください」と言える練習をさせる

	
	
	
	時間を意識して行動できるよう、見通しをもった声かけを行う

	
	
	
	

	
	合理的配慮
	
	生活動線を固定し、移動や準備が分かりやすい環境を整える

	
	
	
	口頭指示に加えて、写真・イラストで手順を提示する　

	
	
	
	活動の切り替え時に、予告の声かけやタイマーを活用する

	
	
	
	不安が強い場面では、安心できる場所や人をあらかじめ決めておく

	
	
	
	

	集団参加
	指導の手立て
	
	集団での約束やルールを事前に話し合い、意味を理解させる

	
	
	
	発言や行動のタイミングをロールプレイで練習させる

	
	
	
	小集団から参加し、徐々に人数を増やす経験を積ませる

	
	
	
	

	
	合理的配慮
	
	集団参加が難しい場合は、参加方法を複数用意する（見学・部分参加など）

	
	
	
	座席や立ち位置を安心できる場所に配置する

	
	
	
	集団内での刺激を減らすため、人数や活動時間を調整する

	
	
	
	



	行事
	指導の手立て
	
	行事の目的や流れを事前に説明し、見通しをもたせる

	
	
	
	役割練習を段階的に行い、成功体験を積ませる

	
	
	
	本番後にできたことを振り返り、達成感を共有する

	
	
	
	

	
	合理的配慮
	
	リハーサルや事前見学の機会を設ける

	
	
	
	音や人の多さが苦手な場合は、待機場所や退避場所を確保する

	
	
	
	当日の体調や心理状態に応じて、対応を変更できる体制を整える

	
	
	
	

	
	
	
	

	給食
	指導の手立て
	
	食事のマナーや流れを一つずつ確認しながら指導する

	
	
	
	食具の使い方をモデル提示しながら練習させる

	
	
	
	食べられた量や挑戦したことを具体的に認める

	
	
	
	

	
	合理的配慮
	
	食事量を本人に合わせて調整できるようにする

	
	
	
	食べにくい食材や形状に配慮する

	
	
	
	静かな席や安心できる場所で食べられるようにする

	
	
	
	

	
	
	
	





合理的配慮や指導の手立ては特別なことではなく、子供が安心して学び、参加するための大切な土台です。
先生方が日常の中で行っている小さな調整や配慮が、子供たちにとっては大きな支えとなっています。
[image: ]その実践が学校全体の温かい学びの環境をつくっています。
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